
 
 

                      

令和５年２月１３日 
九 州 地 方 整 備 局 

 

令和４年度 ICT潜水あり方検討会（第２回）の開催 
 

国土交通省九州地方整備局では、令和４年度より潜水作業における効率的で安全な潜水業

務の発展と新たな価値の創出を目的としたICT技術による潜水作業のあり方について検討し

ています。 

今般、「令和４年度 ICT潜水あり方検討会（第２回）」を下記のとおり開催しますのでお

知らせいたします。 

 

 

記  

 

 

１．日  時 令和５年２月１５日（水） ９時００分～１２時００分（予定） 

 

２．形  式 ＷＥＢ会議 

 

３．議事次第 別紙１のとおり 

 

４．出 席 者 別紙２のとおり 

 

５．そ の 他 

・本検討会は、ＷＥＢ会議で開催いたします。 

・本検討会は非公開で行いますが、取材を希望される方は、令和５年２月１４日（火）

１７時までに、下記問い合わせ先までご連絡頂きますようお願いいたします。 
 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 
国土交通省 九州地方整備局 港湾空港部 技術審査官        兒  島  正 明 

 港湾整備・補償課 課長補佐  山  北  功  二 
 TEL ０９２－４１８－３３７２（港湾整備・補償課 直通） 



１．開　　　会

２．出席者紹介

３．委員長挨拶

４．議　　　事

（１） 第１回検討会の主な質疑及び対応

（２） 潜水作業における課題整理

（３） 潜水作業に係るICT技術の整理

（４） ICT技術の適用性の検討

（５） 潜水士の多能化の方向性（案）

（６） 第３回検討会について

５．閉　　　会

令和4年度　ICT潜水あり方検討会
（第２回）

日　時：令和5年2月15日（水）

　　　　10:00～12:00

形　式：Web会議

議　事　次　第



氏　　名 所　　属 摘　要

委員長 岩波　光保
東京工業大学 環境・社会理工学院
土木・環境工学系　教授

委員 髙橋　宏
一般社団法人　日本潜水協会
副会長

井川　臣治
一般社団法人　日本潜水協会
九州支部　支部長

松本　さゆり
国立研究開発法人海上・港湾・航空技術研究所
港湾空港技術研究所
港湾空港生産性向上技術センター 上席研究官

平林　丈嗣
国立研究開発法人海上・港湾・航空技術研究所
港湾空港技術研究所　インフラDX研究領域
サイバー施工研究グループ グループ長

辰巳　大介
国土交通省 国土技術政策総合研究所 港湾研究部
港湾施工システム・保全研究室 室長

増谷　正治
一般社団法人　日本埋立浚渫協会
技術委員会　専門委員

池田　賢一
一般社団法人　海洋調査協会
九州支部　支部長

柳　利光
福岡県立水産高等学校
教諭

令和4年度　ICT潜水あり方検討会

出席者名簿


